
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２１年８月６日開催の知立連続立体交差事業促進期成同盟会総会に

おきまして、委員皆様のご推挙により会長職に就任しました知立市商工会

顧問の藤澤貞夫でございます。 

 本同盟会は昭和６３年１０月に設立され、今年で２１年という歴史を歩

んでまいりました。本同盟会を設立された故渡辺鉦一様、平成１４年度か

ら昨年度まで会長を務められた渡辺武様におかれましては敬意を表すと共

に、これまでのご尽力に深く感謝申し上げます。  

 さて、この知立近連続立体交差事業も来年度いよいよ仮線工事に着手す

ることになりました。我々知立市民の長年の願いである「活気ある知立の

まちづくり」への第一歩を踏み出すことになります。 

 現在は、仮線工事着工を目前に控え、明治用水路付替工事・仮側道設置

工事などの準備工事、関係する権利者の方々や関係部署との調整を行って

いる状況であります。 

 私も歴代会長の意を引継ぎ、市民の皆様と一丸となって知立駅連続立体

交差事業を始めとする「知立駅周辺のまちづくり」を一日も早い実現に向

けて努力してまいりますので、皆様方のご理解とご協力を引き続きお願い

申し上げます。  

 
 

 

 来年度から仮線工事に着工するにあたり、現在の道路は仮線を撤去する事業完了ま

での期間利用できなくなります。そのため、事業完了までの期間仮側道を設置します。  

知立市内の本年度工事箇所は、西一丁目付近、宝二丁目付近を予定しています。  
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問問問 いいい 合合合 わわわ せせせ 先先先    

 

知知知立立立連連連続続続立立立体体体交交交差差差事事事業業業促促促進進進期期期成成成   

同同同盟盟盟会会会ののの会会会長長長ににに    

「「「藤藤藤澤澤澤    貞貞貞夫夫夫」」」さささんんんががが就就就任任任しししままましししたたた    

平成２１年度  仮側道工事   

国道１５５号仮歩道橋工事   

◆仮側道工事  Ａ工区  

 （１）工事延長  ８４ｍ  

 （２）道路幅員  歩道  幅員２．５ｍ  

 （３）工事期間  平成２１年１０月中旬  

  ～平成２２年３月１９日  

◆仮側道  Ｂ工区  

 （１）工事延長  ５５ｍ  

 （２）道路幅員  歩車道  幅員４．０ｍ  

 （３）工事期間  平成２１年１０月中旬  

  ～平成２２年３月１９日  

◆国道１５５号  仮歩道橋設置工事（予定） 

 （１）工事内容  仮歩道橋  下部工  

 （２）道路幅員  歩道橋  幅員２．０ｍ  

 （３）工事期間  平成２１年１２月初旬  

  ～平成２２年３月末  

◆仮側道工事  Ｃ工区  

 （１）工事延長  １１１ｍ  

 （２）道路幅員  歩道  幅員２．５ｍ  

 （３）工事期間  平成２１年１０月中旬  

  ～平成２２年３月１９日  

仮仮線線工工事事にに向向けけててのの準準備備工工事事   

 

発発   行行   

知知立立連連続続立立体体交交差差事事業業   

促促 進進 期期 成成 同同 盟盟 会会  

編編   集集   

知知立立市市   都都市市整整備備部部  

都都市市開開発発課課   鉄鉄道道高高架架

係係   

 

知立連続立体交差事業促進期成同盟会 

    会 長   藤澤 貞夫 

仮仮側側道道・・仮仮歩歩道道鏡鏡設設置置工工事事のの紹紹介介   

 

平成２１年１０月１６日発行  

（２００９）      Ｎｏ．５３ 
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 詳細設計を行った結果、名古屋本線・三河線（豊田方、碧南方）の高架が完成し、仮線を撤去して

側道の整備が完了するのは平成３５年度（平成３6年３月）となります。 

 

 

 

 平成１２年８月の事業認可時点の事業費より約２３％増加した主な原因は次の点があげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コスト縮減の検討は、主に高架構造物や鉄道施設の見直し、また三河知立駅移設を検討し愛知県・

知立市・名鉄の三者にて取り組んできました。しかし、高架後３階構造となる知立駅の利便性向上の

ため中３階（乗換え階）を設置する計画とした結果、構造物や鉄道施設の見直しによるコスト縮減よ

りも高架全体が高くなることによるコストの影響が増さってしまう結果となりました。 

 三河知立駅の移設に関しては高架の駅を平面の駅にすることによるコスト縮減を検討していました

が、三河線豊田方の複線化、回送運行機能の問題により引続き三者にて議論が必要な状況であり、 

現時点では結論が出ていません。 

 

 

 

 詳細設計による事業費再算定により、事業は１１６億円増加となりました。それに伴い知立市は 

２５億円の負担増となります。この負担増となった部分については基金や市債にて賄う予定ですが、

今後知立連続立体交差事業の工事が本格化し、駅周辺土地区画整理事業もピークを迎えるにあたり、

周辺都市に比べて財政規模の小さい知立市はより慎重な財政運営が求められます。そして、連続立体

交差事業は知立市のみならず広域的に受益を受ることや、財政規模の観点から愛知県との事業費負担

割合を２対１とするよう要望していくなど、事業費負担減に向けてさらなる努力を行ってまいります。 

 

 

 知立連続立体交差事業の仮線工事を始めとする鉄道の高架化工事に着手するにあたり、事業主体で

ある愛知県と名古屋鉄道にて工事協定を来年度に結ぶ予定です。 

 そして工事協定を結ぶにあたり、鉄道高架化に必要な工事の詳細設計や事業費の再算定を行いまし

た。知立市は事業主体ではありませんが「知立のまちづくり」に大きく関わる事業であり、また総事

業費の約２１％（総額１０５億円 Ｈ１２事業認可時点の額）を負担することから事業費の精査やコ

スト縮減の検討に取り組んできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 愛知県、知立市、名鉄にて詳細設計・コスト縮減に取り組み事業費を精査した結果、知立連続立体

交差事業にかかる費用は次のとおりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 ２１０億円 ４２％ 

愛知県 １０５億円 ２１％ 

知立市 １０５億円 ２１％ 

名 鉄  ７９億円 １６％ 

合計 ４９９億円 １００％ 

国 ２６０億円 ５０億円増 

愛知県 １３０億円 ２５億円増 

知立市 １３０億円 ２５億円増 

名 鉄  ９５億円 １６億円増 

合計 ６１５億円 １１６億円増 

知知知立立立連連連続続続立立立体体体交交交差差差事事事業業業   

愛愛愛 知知知 県県県 ととと名名名 鉄鉄鉄 とととののの工工工 事事事 協協協 定定定 ににに向向向 けけけててて   

事事事 業業業 費費費 再再再 算算算 定定定 ののの結結結 果果果   

事事事 業業業 費費費 ののの増増増 加加加 要要要 因因因   

（１） 物価の上昇 

（２） 中３階（乗換え階）の設置 

（３） 駅舎バリアフリーの義務化 

（４） 仮駅の跨線橋設置 

今今今 後後後 ののの 課課課 題題題   

詳細設計 

（県・名鉄） 

コスト縮減検討 

（県・市・名鉄） 

市議会への報告 

平成２１年９月 

（ 市 ） 

県議会での審議 

平成２２年３月 

（ 県 ） 

県議会可決 

平成２２年３月 

（ 県 ） 

愛知県・名鉄間での工事協定締結 

平成２２年度 上半期中 

詳
細
設
計
の
完
了 

事

業

費

の
算

定 

平成２１年８月 

事業費の精査 

（県・市・名鉄） 

約約約２２２３３３％％％増増増   当当当 初初初 事事事 業業業 費費費   

平平平成成成１１１２２２年年年８８８月月月時時時点点点   

４４４９９９９９９億億億円円円   

事事事業業業費費費再再再算算算定定定結結結果果果   

平平平成成成２２２１１１年年年８８８月月月時時時点点点   

６６６１１１５５５億億億円円円   

事事事 業業業 期期期 間間間 ににに つつつ いいい ててて   

コココススストトト縮縮縮 減減減 検検検 討討討 結結結 果果果   


